
提
言
の
コ
ン
ブ
残
滓
の
処
理
は
、

普
代
村
漁
協
に
相
談
を
。
ま
た
、
肥

料
な
ど
何
か
役
に
立
つ
も
の
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
堆
肥
製
造
施
設
で
、

受
け
入
れ
条
件
が
整
え
ば
コ
ン
ブ
残

滓
の
持
ち
込
み
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

漁
協
を
通
じ
て
問
い
合
わ
せ
る
こ
と

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

▽
漁
業
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
、
県

の
指
導
を
ぜ
ひ
お
願
い
す
る
。

▼
…
Ａ

◇
平
成
三
年
に
漁
業
担
い
手
育
成
基

金
を
設
置
し
、
漁
業
就
業
者
の
育
成

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
将
来
の
担
い
手
水
産
業
の
理

解
者
育
成
に
各
地
、
海
づ
く
り
少
年

団
を
結
成
、
体
験
学
習
、
少
年
海
づ

く
り
大
会
な
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
漁
業
の
担
い
手
育
成

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

▽
一
次
産
業
従
事
者
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
け
る
よ
う
岩
手
産
品
の
価

格
を
上
げ
た
り
都
心
に
向
け
た
宣
伝

に
力
を
入
れ
売
っ
て
ほ
し
い
。
中
国

産
も
三
陸
産
も
価
格
が
同
じ
で
は
ブ

ラ
ン
ド
と
は
言
え
な
い
。中
間
業
者
、

商
社
が
あ
ま
り
に
も
利
幅
を
多
く
取

り
過
ぎ
て
い
る
の
で
対
策
を
。

▼
…
Ａ

◇
県
産
農
林
水
産
物
の
首
都
圏
に
向

け
た
宣
伝
は
、
銀
河
系
い
わ
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
展
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
Ｐ
Ｒ

を
工
夫
し
な
が
ら
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。
ワ
カ
メ
の
価
格
に
つ
い

て
は
、
三
陸
産
は
中
国
、
他
の
国
産

と
比
較
し
て
も
価
格
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
流
通
コ
ス

ト
の
不
明
な
点
も
あ
り
実
態
に
つ
い

て
今
後
、
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
結
果
を
基
に
、
生
産
者
、
消

費
者
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
流
通

の
仕
組
み
づ
く
り
に
関
係
者
と
と
も

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

▽
地
元
の
も
の
を
地
元
の
人
に
食
べ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
直
売
施
設
が
普

代
村
に
も
あ
れ
ば
観
光
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
指
導
を
。

▼
…
Ａ

◇
県
産
農
林
水
産
物
を
県
内
で
消
費

し
よ
う
と
い
う
「
地
産
地
消
（
ち
さ

ん
ち
し
ょ
う
）
」
を
六
月
か
ら
県
民

運
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

直
売
所
は
、
地
産
地
消
の
推
進
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
県
で

は
、
直
売
所
を
開
設
す
る
団
体
な
ど

に
施
設
整
備
に
か
か
る
経
費
の
助
成

や
運
営
方
法
の
研
修
会
な
ど
開
催
し
、

振
興
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。
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▽
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と
で
、
商

業
の
活
性
化
対
策
を
。

▼
…
Ａ

◇
本
年
度
「
不
思
議
の
国
の
北
リ
ア

ス
ま
る
ご
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
事
業

で
、
広
域
観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
設

定
し
、
首
都
圏
、
八
戸
圏
域
の
物
産

観
光
フ
ェ
ア
の
実
施
、
三
陸
鉄
道
の

駅
表
示
板
を
利
用
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▽
一
年
一
か
所
だ
け
で
も
集
中
的
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
村
を
大
き
く
取

り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

▼
…
Ｂ

◇
地
方
振
興
局
や
関
係
部
局
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
今
後
と
も
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
観
光
資
源
な
ど
を
生

か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
各
種
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▽
普
代
駅
周
辺
に
、
滞
在
型
宿
泊
施

設
の
建
設
支
援
を
。

▼
…
Ｃ

◇
本
年
度
か
ら
三
陸
地
区
を
中
心
に

「
三
陸
夢
紀
行
創
造
事
業
実
行
委
員

会
（
三
陸
エ
リ
ア
の
海
や
山
の
参
加

体
験
型
の
旅
を
提
案
す
る
事
業
）
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

三
陸
エ
リ
ア
が
お
互
い
の
不
足
を

補
い
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
観
光

誘
致
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
、
宿
泊
施
設
と
観

光
資
源
と
の
二
次
交
通
ア
ク
セ
ス
整

備
が
重
要
で
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ

ら
の
事
業
を
通
じ
て
改
善
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
三
陸
観
光
の
魅
力
発
信

交
流
人
口
対
策
を
望
む

◎
商
業
・
工
業
・
観
光
関
係

▽
大
阪
の
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷
事

件
に
関
連
し
て
、
県
内
小
、
中
学
校

の
安
全
対
策
は
。

▼
…
Ａ

◇
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
緊
急
再
点

検
を
完
了
し
ま
し
た
。

県
教
委
で
も
緊
急
時
対
応
に
つ
い

て
は
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
県
警
察

本
部
に
協
力
を
要
請
。
ま
た
、
児
童

生
徒
の
「
心
の
ケ
ア
」
を
適
切
に
実

施
す
る
た
め
、
県
医
師
会
と
県
臨
床

心
理
士
会
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
に
は
万
全
を
期
す
よ
う
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

▽
進
路
を
決
め
る
大
事
な
時
期
な
の

だ
が
、
平
成
十
六
年
度
の
高
校
再
編

に
つ
い
て
、
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な

い
が
見
解
を
。

▼
…
Ａ

◇
平
成
十
二
年
に
「
県
立
高
等
学
校

新
整
備
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
久
慈
農
林
・
久

慈
商
業
・
久
慈
水
産
の
三
校
を
統
合

高
校
再
編
の
詳
細
求
む

◎
教
育
・
青
少
年
関
係

閑散とする商店街

に
努
め
ま
す
。

▽
観
光
船
を
運
航
し
て
ほ
し
い
。

▼
…
Ｃ

◇
他
の
市
町
村
か
ら
も
要
望
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
状
で
は
定
期
運
航
は

実
施
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
現
在
、「
三
陸
夢
紀
行
」

創
造
事
業
や
魚
菜
王
国
を
通
じ
て
、

三
陸
の
魅
力
を
最
大
限
に
紹
介
で
き

る
よ
う
な
方
策
を
考
え
て
い
ま
す
。


